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生命､ 安全､ 家族､ 友､ 人と人とのつながり､ 平凡な日々､ 普通の生活が営まれることのありがたさ等々､
あらためて考えさせられたことと思います｡ 絆と云う言葉が使われ､ その重みも感じたことです｡ 今もなお
仮設住宅での生活を余議無くされ､ また､ 住み慣れた土地を離れて慣れない土地で暮さねばならない人､ 先
の見通しのたたぬ日々を送る人など様々な問題をかかえ災害の復興には､ まだまだ長い時間を要します｡





れます｡ 放射能汚染をいたずらに恐れるのではなく､ 正しい知識を持って対処し､ ものごとの一部のリスク
だけを見るのではなく､ 広い視野で全体を見て考え判断することが重要なのです｡
人はひとりでは生きてゆけません｡ 他者の心やつらさも､ 思いやり寄り添い支え合うことが社会の安全を
守るのではないでしょうか｡ それによって安心が得られるのではないかと考えます｡
天災は避けられませんが､ 普段からそれにそなえ､ 何時何処で何が起っても生き抜くことが出来るよう物
心両面のそなえが大切です｡ また私達は看護職として平素から人命の救助に冷静な判断や行動が出来るよう
に心がまえを持つことが必要です｡ そのためには専門職として知識技術を身につけるべく､ 研鑚を積むこと
を心がけねばなりません｡ それは自分自身を守ることになり､ 他者を助け社会に役立つことにもなるのです｡
私達は常に成長し続けてゆく努力が必要なのです｡
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